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１ 移住施策に係る計画について 

（１）移住・定住促進プログラム ⇒ ※第２期地方創生総合戦略へ踏襲 

   伊那市の人口は、平成 19 年をピークに減少に転じ、社人研における人口推計でも、一層の

人口減少が進むものと予想される中、人口減少傾向に歯止めをかけ、効果的で独自性のある施

策を戦略的に展開し、住み慣れた地域で安心して暮らせる社会の実現を図ることを目的に策定。 

   【概要】 

    ア 策  定  平成 25年 10月 

    イ 計画期間  前期 平成 26年度～平成 30年度 / 後期 令和元年度～令和 5年度 

    ウ 目  標  自然動態 1.60前後(H18～H22平均)→2.00（R15） 

            社会動態 転入促進＋転出抑制により、人口推計より年間 120人の増加 

    エ 施  策  既存施策の充実＋新規重点プロジェクトの展開 

（２）シティプロモーション戦略 ⇒ ※第２期地方創生総合戦略へ踏襲 

   伊那市が市内外から選ばれるために、生活のあらゆる場面を想定し、市民や都市住民に対し、

多様な媒体を通じて伊那市の魅力を発信することで、「伊那市で暮らしたい」という意識の醸

成と行動を促し、定住の地として選ばれる地域に導く。 

   【概要】 

    ア 策  定  平成 26年 11月 

    イ 計画期間  平成 27年度～令和元年度 

    ウ 目  標  市内 「郷土への誇り」、「愛着心」の向上による定住促進 

            市外 「知名度」「認知度」「好感度」の向上による移住者の獲得 

    エ 施  策  情報発信の強化＋アクションプランの展開 

（３）地方創生総合戦略 

   若い世代の就労、結婚、子育ての希望の実現、東京一極集中の是正、地域課題の解決により、

住みよい環境を確保し、将来にわたって活力ある社会を維持することを目指す。 

   ア 策  定  令和２年３月（第 2期計画） 

   イ 計画期間  令和２年度～令和６年度 

   ウ 目  標  自然動態 1.44(H22)→2.07（R27） 

           社会動態 転出超過（H22:△304人/年）→転入超過(R27:240人/年) 

   エ 施  策  日本を支えるモデル地域構想の推進  

（４）伊那地域定住自立圏共生ビジョン 

   経済や生活の結びつきが強い近隣自治体との連携を深めながら、「伊那地域定住自立圏」の

形成を進め、将来にわたり地域住民が安心して暮らせる魅力的な地域づくりを目指す。 

   ア 策  定  令和３年３月（第２期計画） 

   イ 計画期間  令和３年度～令和７年度 

   ウ 市 町 村  伊那市、箕輪町、南箕輪村 

   エ 主な施策  空き家バンク・子育て支援の連携、行政区域間縦断路線バスの運行等  
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２ 移住・定住施策  

（１）施策の概要 

① 移住支援 

   

 

② 定住支援  

 

   

  

出産祝い金 

3万円から 10万円 

 

最大 

42 万円

万円 

職業紹介 

薪・ペレット 

ストーブ設置補助 
いな住まいる補助金 

伊那市無料 

職業紹介所 

（R4.6～） 

（過疎地域・モデル地域以外） 

４５歳以下 

住宅新築・購入 

最大 150 万円助成 
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（２）いな住まいる補助金 

① 住宅の新築・取得等 
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② 宅地分譲補助金 

＜補助対象＞ ・事業者が行う宅地分譲 

・令和４年４月以降に分譲された土地を所有する業者 

・１区画 200㎡以上で、３区画以上の分譲 

＜補助金額＞ １区画あたり 300,000円 
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（３）空き家バンク制度 

 ① 制度の概要 
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② 空き家バンク登録及び成約件数 

 
 

 

 

 

 

 

空き家の総合相談会 

年２回開催（８月、３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊那地域空き家バンクホームページ 

    （伊那地域定住自立圏：伊那市・箕輪町・南箕輪村）  

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

登録 9 5 8 9 18 28 43 61 67 54 68 90 73

成約 2 7 7 7 10 18 23 45 43 41 51 72 44
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（４）過疎地域定住促進補助金・田舎暮らしモデル地域補助金 

過疎地域…高遠町区域、長谷区域  田舎暮らしモデル地域…新山、長谷溝口、伊那西、手良 

区分 交付対象者（全てに該当する者に限る。） 対象事業及び交付額 

住宅新築等

補助金 

(1)若者等又は若者等を配偶者に持つ者並びに中学生以下の子

を持つ者 

(2)対象地域において住宅の新築又は増改築を行い、かつ、対象

地域に住所を有し、定住する意思が認められること。 

(3)自治会に加入し、地域活動に参加する意思が認められること。 

(4)新築又は増改築を行う住宅の所有権を有すること。 

対象地域の住宅の新築又は

増改築のいずれかを行う事

業に要する経費の 10 分の２

以内（上限 150万円） 

空き家取得

等補助金 

(1)若者等又は若者等を配偶者に持つ者並びに中学生以下の子

を持つ者 

(2)対象地域の空き家の取得又は増改築を行った後、当該住宅に

住所を有し、定住する意思が認められること。 

(3)自治会に加入し、地域活動に参加する意思が認められること。 

(4)取得又は増改築を行う住宅の所有権を有すること。ただし、増改

築の場合は、賃借権又は使用借権を有する者を含むものとする。 

対象地域の空き家の取得又

は増改築のいずれかを行う

事業に要する経費の 10分の

２以内(上限 150万円） 

定住助成金 

(1)若者等又は 45歳以下の者を含む世帯の代表者 

(2)ＩターンまたはＵターンをした者が、対象地域に住所を有した

後、1年を経過しており定住の意思が認められること。 

(3)自治会に加入し、地域活動に参加する意思が認められること。 

(4)この助成金又は、同種の助成金の交付を受けていないこと。 

(1)１世帯につき 15万円 

（U ターン世帯は 10万円) 

(2)中学生以下の子ども１人

につき２万円を加算 

(3)単身世帯又は単身者は 

７万円(U ターンした単身世

帯又は単身者は 5万円) 

通勤助成金 

(1)対象地域のうち高遠町三義地区、長谷区域及び田舎暮らしモ

デル地域に住所を有し、定住する意思が認められる若者等 

(2)高遠町区域、長谷区域及び田舎暮らしモデル地域以外の事業

所等に就職し、通勤距離が片道 10キロメートルを超えていること。 

(3)４月から翌年３月までの 1 年間を通じ、継続して通勤すること。 

片道 10 ㎞を超える１㎞(１㎞

未満の端数は切り捨て)につ

き、月額 300円（１月につき上

限 5,000円） 

出産祝金 

子どもの出生時に対象地域に住所を有し、定住する意思がある保

護者 

※令和５年度より市内全域に拡大 

第１子３万円、第２子５万円、

第３子７万円、第４子以降１

人につき 10万円 

廃屋取壊し

事業補助金 

対象地域の廃屋の所有者 対象地域の廃屋を取壊す事

業に要する経費の 10 分の１

以内上限 10万円) 

※若者：15歳以上 45歳以下の者 
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（５）田舎暮らしモデル地域 

 

目 的 

移住・定住の促進を図るため、その受け皿として高い意欲を有する地域を「田舎暮らしモデル地

域」として指定し、地域、行政、民間事業者などの協働により、移住者に対する受入体制の整備や

生活基盤の確立に向けた支援を行う。 

 

○対象区域  

人口減少及び過疎化の進行が見られ、移住・定住対策に積極的に取り組んでいる区域で、区

の単位を原則とし、複数区にまたがる場合は、各区長を構成員に含む協議組織が設置されてい

ること。 

○指定の要件 

(1) 区又は協議組織の承認が得られていること。 

(2) 移住者からの様々な相談に応じ、助言や指導及び協力ができる人材がいること。 

(3) 地域活動において地域住民及び移住者がともに活動できる体制が整備されていること。 

(4) 地域住民自らの企画・運営により、都市との交流を目的とした事業や地域課題の解決に

向けた事業を実施する意思があること。 

○移住者の役割 

 (1) 積極的に地域活動に参画し、地域貢献を行うこと。 

(2) 自らの田舎暮らしに係る情報を発信すること。 

○地域住民の役割 

 (1) 移住者の積極的な受入れを図ること。 

(2) 都市住民との交流促進や地域課題の解決を図ること。 

 ○指定期間 

 10年間 

 ○指定地域 

  【新山地域】  240世帯  621人 （平成 27年４月１日～令和７年３月 31日） 

※H28に長野県の移住モデル地域に指定（R2更新） 

 【長谷溝口区】 150世帯  383人 （平成 28年４月１日～令和８年３月 31日） 

  【伊那西地区】 460世帯 1,114人 （令和３年７月１日～令和 13年３月 31日） 

【手良地区】  815世帯 2,017人 （令和６年７月１日～令和 16年 3月 31日） 

○支援策 

  【住民】（過疎地域と同率・同額）※出産祝い金以外は 45歳以下の者が対象 

   ・住宅新築増改築補助金 事業費の 10分の２以内（最大 150万円） 

   ・住宅取得補助金    事業費の 10分の２以内（最大 150万円） 

   ・定住助成金      １世帯 10～15万円＋２万円×中学生以下（単身５～７万円） 

   ・通勤助成金      １月あたり 10㎞以上 300円/km（最大 5,000円／月） 

  【団体】 

・区または協議会への交付金   50万円／年  
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（６）田舎暮らしモデルハウス（短期移住体験施設）  
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（７）移住体験住宅（中期移住体験施設） 

移住・定住の促進及び関係人口の増加による地域活性化を図るため、移住希望者に一定期間伊那市

での生活を体験いただく伊那市移住体験住宅を提供します。 

〇施設名  移住体験住宅１号・２号（伊那市山寺 2545番地 9、10） 

〇面 積  各 37.27㎡（１ＤＫ） 

〇使用料  25,000円（最長１か月） ※光熱水費込み  

〇設 備  家電、布団、自転車、ケーブルテレビ、Wi‐Fi完備 

〇特 徴  中心市街地まで徒歩 10分（市街地循環バスや鉄道の駅にも近く、車がなくても生活可能） 

 

〇施設名  移住体験住宅３号・４号（伊那市高遠町西高遠 486番地 2） 

〇面 積  各 61.56㎡（３ＤＫ） 

〇使用料  30,000円（最長１か月） ※光熱水費込み 

〇設 備  家電、布団、自転車、ケーブルテレビ、Wi‐Fi完備 

〇特 徴  スーパー、コンビニまで徒歩 10分（ＪＲバス（高遠駅）も近く便利） 

※別途：シーツのクリーニング代、冬季の灯油代 

 

（８）移住希望者向け仮住戸（移住準備の住宅支援） 

伊那市への移住・定住をご検討されている方へ住まい確保や就職のための第一歩として、市営住宅を移

住・定住準備のための仮住宅として６か月間家賃を半額で提供します。（仮住宅入居期間は原則として１年） 

〇主な物件                     

 

 

 

 

 

 

小原北住宅                ハイツ瀬戸                 中島団地 

（伊那市高遠町小原 593番地 1）   （伊那市高遠町小原 999番地 1）  （伊那市長谷溝口 790番地 5ほか） 

〇入居要件 

・ 所得要件  前年度の所得が 104,001円（１か月あたり）以上の世帯 

・ 住所要件  伊那市外に住所を有し、移住後当該地に住所を移せる者 

・ 世帯要件  同居する親族がある世帯（世帯主が 45歳以下の夫婦又は中学生以下の子がいる世帯） 

・ 居住期間  原則６か月（敷金の徴収なし、退去修繕（畳の表替え、ハウスクリーニング等）入居者負担） 

・ 家賃     月額 15,000円～20,000円（住戸により異なる、ハイツ瀬戸は共益費（月額 1,000円）別途） 

・ 納入時期  前月末日まで 

・ 居住要件  地域の自治会に加入し、地域活動に参加できる者 

・ 完納証明  前住所地で税などの滞納がない者 

・ 保証人    １名（３親等以内の親族、住所は限定しない） 

〇その他 

・家電などの設置なし ・光熱水費は入居者負担  ・駐車場あり（１台分）  ・ペット（犬、猫など）飼育不可 
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（９）移住準備住宅 

 伊那市への移住・定住をご検討されている方で、主に伊那小学校・伊那西小学校への通学を希望する世帯

を対象に、移住準備住宅を提供します。 

〇入居資格 

・ 住所要件  伊那市外に住所を有し、移住後当該地に住所を移せる者 

・ 世帯要件  世帯主が 45歳以下又は配偶者が 45歳以下若しくは小学生以下の子がいる世帯 

・ 居住期間  原則１年以内（やむを得ない事情等により、最長２年以内） 

・ 使用料    ますみヶ丘（Ａ棟・Ｂ棟）、長谷（Ｅ棟） 月額 15,000円 

山寺（Ｃ棟・Ｄ棟） 月額 20,000円 

・ 居住要件  地域の自治会に加入し、地域活動に参加できる者 

 

 

（10）田舎暮らし住宅、若者・子育て向け住宅 

 若い世代や子育て世代向けの住宅を整備し、定住に向けた支援を行っています。 

                                       

田舎暮らし住宅                 若者・子育て 

              ・３棟                         向け住宅 

・２LDK(67㎡)                 ・ ・１棟 20世帯 

              ・月額 25,000円                  ・２LDK(60.8㎡) 

              ・利用期間２年                     ・月額 50,000円 

 

   

（11）子育て住まいる（市営住宅の子育て支援） 

平成 28年４月から、子育て世代の世帯を対象に、高遠町地区および長谷地区並びに若宮にある市営住宅

（中堅所得者層向け住宅）へ入居しやすく入居要件を緩和しました。また、入居後は家賃を軽減し、経済的な支

援も行っています。 

 

〇入居資格の所得基準額の引き下げ 

現在、入居を希望する世帯の人数により所得基準を決めていますが、入居する人数にかかわらず、世帯全員

の前年の合計所得が 1,476,000円を超えていることとします。 

対 象   中学生以下のお子さんのいる世帯、または入居者と同居者のいずれもが 40歳未満の世帯 

〇家賃の軽減 

対 象   中学生以下のお子さんのいる世帯 

家賃軽減額   通常の月額家賃を２割軽減します。 

軽 減 期 間   以下のどちらかの短い期間とします。 

・ 令和９年３月まで 

・ 末子が中学校を卒業するまで 

〇その他 

すでに該当する住宅に入居している夫婦のみの世帯にお子さんの出生があった場合も家賃軽減の対象とな

りますので、異動届を提出してください。（異動届の提出があった翌月から軽減します。） 
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（12）結婚支援 

伊那市は行政が行う結婚相談窓口として「いなし出会いサポートセンター」を設置し、３名の専門相談員（集

落支援員 であいサポーター 等）を配置し、結婚相談や縁結びの支援を行っています。 

また、結婚に伴い新たな生活を始める世帯の経済的な不安を軽減し、若い世代の定住促進と少子化対策の

強化を図るため、結婚に伴う住居費やリフォーム費用、引越費用の一部を支援しています。 

さらに、移住婚活を導入し、利用者の多様なニーズに寄り添った支援を行っています。 

 

〇 出会いサポートセンター 

対    象   伊那市にお住まい（住民票がある方）または勤務する 20歳以上の独身者 

市外在住者であっても結婚後、伊那市に定住する意思のある 20歳以上の独身者 

登 録 料   無料 

開所日時    火曜日・木曜日：午前 10時から午後４時まで  土曜日：午前９時から午後５時まで 

（いずれも祝日及び 12月 29日から１月３日を除く） 

場    所   いなし出会いサポートセンター（伊那市荒井 3417番地２（伊那図書館 1階）） 

 

〇 結婚新生活支援事業 

対象となる費用 

・ 住宅取得または建築工事に要した費用 

・ 住宅の賃借に要した費用（賃料、共益費、敷金、礼金、保証金、仲介手数料） 

・ 住宅のリフォーム工事に要した費用 

・ 引越に要した費用（引越事業者や運送事業者に支払った費用） 

補 助 額 

・ 夫婦ともに 29歳以下の世帯  最大 60万円 

・ 夫婦ともに 39歳以下の世帯  最大 30万円 

 

〇 移住婚 
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（13）地域おこし協力隊・集落支援員 

 

地域おこし協力隊 【 20 名 】        （令和６年４月末までに 26 名が卒隊し 19 名が定住） 

ミッション名 業務概要 氏 名 主な活動内容 

子どもの学び応援隊 

【市内全域】 

 

（R3.1.1～） 

学校教育課 

・学校の ICT・IoT

活用教育の支援や

教員の ICT活用ス

キルの向上支援 

・学びを通じた魅力

発信 

 

 

 

 

 

浅利
あさり

 芙
ふ

美
み

 

・学校における ICT・IoTを活用した

教育支援・研修の実施 

・関係機関や企業等との連携した授業

のコーディネート 

・ICT活用スキル向上支援 

・学びを通じた学校や地域等の魅力 

発信 など 

伊那西地域 

応援サポーター 

【伊那西】 

 

（R3.4.1～） 

地域創造課 

・田舎暮らしモデル

地域化や活動支援 

・地域や伊那西小と

連携した移住定住

の促進 

・地域の魅力発信 

 

 

 

 

 

石田
いしだ

 健
けん

祐
すけ

 

・伊那西地区田舎暮らしモデル地域の

活動支援 

・伊那西地区を考える会や地元自治

会、伊那西小学校等と連携した地域

活性化活動 

・移住・定住支援や地域の魅力発信 

など 

伊那あそびクリエイター 

【市内全域】 

 

（R3.4.1～） 

観光課 

・アクティビティ等

の横断的な魅力創

出や相乗的な誘客 

・観光プログラムの

企画実施や自転車

活用 

 
 

 

 

 

 

石井
いしい

 基
もと

裕
ひろ

 

・アクティビティ等の横のつながりに 

よる魅力創出や誘客 

・「伊那であそぶ」「街まるごと遊園

地」化による魅力創出 

・アクティビティ・体験施設をによる

観光プログラムの企画及び実施 

など 

城下町高遠 

コンシェルジュ 

【高遠町】 

 

（R3.4.1～） 

高遠商工観光課 

・町全体の宿泊機能

構築 

・新たな観光資源を

加えた城下町の 

テーマパーク化 

・観光名所となる 

城下町づくり 

 
 

 

 

 

 

 

吉 澤
よしざわ

 祐佳
ゆうか

 

・宿泊、飲食、商店街等を結んだ、 

町全体にホテル機能構成 

・新たな観光資源を加えた城下町の 

テーマパーク化の実現 

・日本で最も美しい村推進  

伊那市教育の魅力発信 

【市内全域】 

 

（R4.4.1～） 

学校教育課 

・学校教育活動のオ

ンライン配信補助 

・学校 HPの充実 

・ICT活用教育支援 

・教育イベントの 

企画・運営 

・学校教育活動の 

情報発信 

 

 

 

 

 

 

原田
はらだ

 伸太郎
しんたろう

 

・授業や行事などの学校教育活動に 

おけるオンライン配信補助 

・各小学校等のホームページの充実 

・学校における ICT活動教育の支援 

など 

伊那谷サステイナブル 

農業推進隊 

【市内全域】 

 

（R4.4.1～） 

農政課 

・長谷地域を核とし

たサステイナブル

農業の推進 

・原料の生産振興、

農ある暮らしよる

移住定住促進 

・産品の流通と人流

による地域振興 

 

 

 

 

 

 

村 中
むらなか

 ひとみ 

・長谷地域を核としたサステイナブル

な農業への取組 

・販路の確保や原料商品の生産振興 

・長谷地域における農ある暮らしの 

推進 など 
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ミッション名 業務概要 氏 名 主な活動内容 

農家民泊デザイナー 

【市内全域】 

 

（R4.4.1～） 

観光課 

・体験型教育旅行事

業 PR や受入実施 

・受入農家間の交流

促進や掘起しと開

業支援 

・個人利用プランや

農業体験プランの

企画・実施 

 

 

 

 

 

 

篠
しの

﨑
ざき

 希
のぞみ

 

・体験型教育旅行事業の PR、受入れ実

施 

・受け入れ農家間の交流促進 

・一般利用者向け農家民泊個人利用 

プランや農業体験プランの企画・実施 

など 

50 年の森林まるごと 

マッチングプロジェクト 

【市内全域】 

 

（R4.5.1～） 

50 年の森林推進課 

・50年の森林ビジョ

ン実行計画に基づ

いた地域材活用マ

ッチング 

・販路開拓による 

地域材の利用促進       

 

 

橋 本
はしもと

 圭
けい

太
た

 

・地域の林業・木材産業の振興 

・林業事業体との連携による森林所有者

への活用意向調査の実施 

・林業事業体や製材業者、工務店等地域

材活用マッチングや地域材の利用促進

など 

伊那谷農林産物イノベーター 

【市内全域】 

 

（R5.1.1～） 

農政課 

・伊那谷地域の農林

産物を有効活用し

た商品開発 

・高品質な農林産物

PR、ブランド化の

推進 

 

 

 

 

 

佃
つくだ

 夏子
なつこ

 

・農林産物を有効活用した新たな商品の

開発 

・農林産物の PR、ブランド化推進 

・未利用農林産物の活用による価値の 

創造 

新山地域応援サポーター 

【新山地域】 

 

（R5.4.1～） 

地域創造課 

・新山地域応援事業

の推進 

・田舎暮らしモデル

地域事業の支援 

・地元等との連携に

よる地域活性化 

 

 

 

 

 

吉田
よしだ

 百花
ももか

 

・田舎暮らしモデル地域の支援や移住・

定住の支援 

・地元や保育園、小学校等との連携に 

よる地域活性化に向けた活動 

・田舎暮らしモデルハウスの活用や管理 

つながり人口クリエイター 

【市内全域】 

 

（R5.4.1～） 

地域創造課 

・ふるさとワーキン

グホリデーの推進

効果検証 

・若者と地域の接点

づくりと地域への

愛着醸成支援 

 

 

 

 

 

 

朴
ぱく

 南 淳
なむすん

 

・ふるさとワーキングホリデー推進及び

効果検証 

・若者と地域との接点づくりによる地域

への愛着醸成支援 

・若者と地元企業を繋ぐ機会の創出や 

魅力発信 

伊那から減らそう CO₂促進 

【市内全域】 

 

（R5.4.1～） 

生活環境課 

市民に向けた脱炭素

の取り組み促進や、

二酸化炭素排出削減

に向けた情報発信 

 

 

 

 

 

 

堤
つつみ

 耀子
ようこ

 

・中小企業を中心に事業者の脱炭素の 

取り組み促進 

・市民に向けた脱炭素の取り組み促進 

・二酸化炭素排出削減に向けた各種情報

発信 

古文書のデジタル化 

及び活用 

【市内全域】 

 

 （R5.4.1～） 

生涯学習課 

・市内に保存されて

いる古文書等の 

整理・収集 

・デジタル化・解読 

・伊那市の歴史や 

文化の魅力発信 

 

 

 

 

 

 

前田
まえだ

 和 弘
かずひろ

 

・市内に保存されている古文書等の 

整理・収集やデジタル化解読 

・整理済の古文書の公開、閲覧の対応 

・デジタル化した資料を活用した 

イベント、講座等の企画、実施 
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ミッション名 業務概要 氏 名 主な活動内容 

Inadani sees 

森のインキュベ―ター 

【市内全域】 

 

（R5.9.1～） 

50年の森林推進課 

・Inadani seesの 

企画・運営 

・起業支援サポート 

・企業精神を育てる

イベントの企画・

運営 

  

 

 

 

 

  

塚田
つ か だ

 里
り

菜
な

 

・Inadani seesの企画・運営や 

起業支援サポート 

・地域の林業、木材産業の振興、 

人材育成 

・林業、木材産業と福祉分野等 

異業種とのマッチング 

みはらしファーム活性化

プロジェクト 

【西箕輪】 

 

（R6.4.1～） 

農政課 

・みはらしファーム

の運営管理やイベ

ント企画 

・はびろ農業公園管

理組合構成団体と

の連携 

 

 

 

 

 

  

桃井
ももい

 八重
や え

 

令和６年度採用 

高遠石工まちづくり 

研究員 

【市内全域】 

 

（R6.4.1～） 

観光課 

・高遠石工研究 

センターの広報 

・高遠石工等を活用

した経済効果を高

める取組み 

 

 

 

 

 

  

山本
やまもと

 祐
ゆう

介
すけ

 

令和６年度採用 

未来の教育 

コーディネーター 

【市内全域】 

 

（R6.4.1～） 

学校教育課 

・フィンランド教育

の研究や学べる 

機会の創出 

・フィンランドの 

教員や子どもとの

交流の場の創出 

 

 

  

 

 

 

山本
やまもと

 風音
かざね

 

令和６年度採用 

信州そば№1 プロジェクト 

【市内全域】 

 

（R6.4.1～） 

観光課 

・信州そば№1プロ

ジェクトの推進 

・事業者・団体との

連携を深めたそば

の普及活動・情報

発信 

 

 

 

 

 

  

下平
しもだいら

 彩
あや

楓
か

 

令和６年度採用 

南アルプス北部 

登山道保全プロジェクト 

【南アルプス北部】 

 

（R6.4.1～） 

南アルプス課 

・南アルプス北部の

登山道整備、自然

保護活動に対する

マインド・ノウハ

ウの継承 

・登山者参加型のイ

ベント企画・実施 

 

 

 

 

 

  

平野
ひらの

 僚
りょう

 

 令和６年度採用 

南アルプス山と人の 

コミュニケーター 

【高遠町・長谷】 

 

（R6.4.1～） 

南アルプス課 

・南アルプス山麓や

山里の情報発信 

・地域住民協働によ

るイベント、体験

プログラムの運営 

・グッズやコラボ商

品の開発・販売 

 

  

野田
のだ

 直子
なおこ

 

 令和６年度採用 
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集落支援員 【 17名 】 

ミッション名 業務概要 氏 名 活動内容 

交通・物流 

コラボレーター 

 

（H31.4.1～） 

企画政策課 

新産業技術を活用した交通・

物流のボランティアネット

ワークと物流の仕組づくり 

  

 

 

 

 

伊藤
いとう

 小百合
さ ゆ り

 

・ドローン物流事業化に関する支援 

・ICT の活用・普及に向けた支援 

・AI最適運行･自動配車サービス事業化 

に関する支援 

・その他新産業技術による集落支援 

仕事と住まいの 

コーディネータ 

 

（R3.4.1～） 

地域創造課 

・現状分析による具体的な 

政策展開 

・空き家の利活用の促進 

・空き家バンク制度の推進 

 

 

 

 

 

小淵
こぶち

 幸
ゆき

輝
てる

 

・現状分析による具体的な人口増加に 

向けた政策展開 

・空き家バンク情報発信及び案内 

・不動産業者との連絡調整 

・空き家利用希望者との連絡調整 

行政サービス 

支援員 

 

（R3.12.1～） 

企画政策課 

モバイル市役所を活用し、

市民に寄り添いながら行政 

手続等の案内やサポート 

 

 

 

 

 

兼子
かねこ

 はるみ 

・オンラインによる行政手続等の 

案内やサポート 

・選挙時の移動期日前投票所の開設支援 

・マイナンバーカードの普及促進活動   

・その他新産業技術による集落支援 

移住・定住 

コーディネータ 

 

（R4.4.1～） 

地域創造課 

・移住・定住に向けた総合的

な相談、セミナー・イベン

ト等の開催や情報発信 

・地域おこし協力隊のマネジ

メント 

 

 

 

 

藤井
ふじい

 香織
かおり

  

・田舎暮らしモデル地域との連携 

・移住・定住相談 

・移住・定住セミナー等の企画、実施 

・地域おこし協力隊員の活動状況把握、 

協力体制の構築 など 

ワーケーション 

リーダー 

 

（R4.4.1～） 

地域創造課 

・ワーケーションの推進 

・テレワークや二地域居住 

など新たな働き方の提案 

・地元企業との連携による 

求人情報収集 

 

 

 

 

工藤
くどう

 あずさ 

・テレワーク（サードオフィスやワーケ

ーションなど）や二地域居住など、 

新たな働き方の提案・マッチング 

・ワーケーションコンテンツの構築 

・モバイルオフィスの運用支援 

行政サービス 

支援員  

 

（R4.4.1～） 

企画政策課 

・モバイル公民館を活用した

高齢者や外出機会が少な

い方の交流機会の創出 

・地域福祉の増進 

 

 

 

 

宮 下
みやした

 智美
ともみ

 

・モバイル公民館開設に向けた調整・企画 

・その他新産業技術による集落支援 

長谷地域 

農業連携支援員 

 

（R4.4.1～） 

長谷農林建設課 

・長谷地域の農業と直売所、

小中学校との連携 

・外部人材の活用による 

地域振興 

・長谷さんさん協議会の 

事務局運営 

 

 

 

 

羽場
は ば

 友
ゆ

理
り

枝
え

 

・長谷地域の農業と直売所、小中学校との

連携および外部人材の活用 

・長谷さんさん協議会事務局 

・営農組合と道の駅直売所との連携調整 

・農業関係交付金の申請補助 

逃げ遅れゼロを  

目指す地域づくり

支援員 

 

（R4.7.1～） 

社会福祉課 

・地域の災害実情に応じた 

集落の維持・支援 

・地域自主防災組織との連携

による地域支援 

 

 

 

 

 

平 岩
ひらいわ

 なつみ 

・集落の状況調査及び点検 

・特に支援が必要な人について、個別避難

計画作成におけるサポート 

・要支援者と地域等との結び付け支援 
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ミッション名 業務概要 氏 名 活動内容 

デジタルローカル 

デザイナー 

 

（R4.11.1～） 

地域創造課 

・住民の情報リテラシーの

把握、検証 

・オープンデータの活用に

よる行政サービスの改善

や市民サービスの支援 

 

 

 

 

 

諸田
もろた

 和 幸
かずゆき

 

・市民の情報リテラシーの現状把握に 

よる工場施策の考案・実施 

・デジタル行政サービスツールの運用・

改善 

・オープンデータ利活用による市民 

サービスの支援 

地域ブランド推進 

デザイナー 

 

（R5.4.1～） 

地域創造課 

・市内の観光や文化など魅

力あるコンテンツの集約 

・地域ブランドのコンセプ

ト形成、推進 

 

 

 

 

 

髙
たか

橋
はし

 隆
たか

文
ふみ

 

・市内の観光や文化などのコンテンツ 

集約及び関係機関との連携 

・地域ブランドのコンセプトの形成、推進 

・郷土愛や地域住民の一体感の醸成に 

関連したセミナー等の開催やイベント

等への参加 

観光 MaaS推進  

ディレクター 

 

（R5.4.1～） 

地域創造課 

・観光型 MaaS のサービス構

築のための観光関係者等

との連携 

・地域住民、地元企業等への

情報収集 

 

 

 

 

平 山
ひらやま

 雄
ゆう

貴
き

 

・観光型 MaaSのサービス構築 

・観光関係者との連携（交通、商店、 

旅館など）による魅力創出 

・地元企業との連携による求人等の 

情報収集 

教育移住支援員 

 

（R5.4.1～） 

学校教育課 

・教育移住に対応した学校 

見学や相談 

・学校と地域との連携・支援 

 

 

 

 

 

原
はら

 正 彦
まさひこ

 

・小学校の見学、相談の対応 

・教育のマッチングやフォロー 

・小学校の最新情報の発信 

・学校や地域との連携 

であいサポーター 

 

（R6.4.1～） 

地域創造課 

・移住婚の推進による 

出会いの機会の創出 

・婚活イベント企画運営 

・移住定住の促進や関係 

人口創出による結婚事業

の推進 

 

 
 

 

 

 

百瀬
ももせ

 由
ゆ

香里
か り

 

令和６年度採用 

有機給食       

コーディネーター 

 

（R6.4.1～） 

農政課 

・学校給食へ有機食材を 

導入するための支援 

・東部地域農業振興センタ

ー支援 

・中山間地農業推進対策の

支援 

 

 

 

 

 

 

三宅
みやけ

 のどか 

令和６年度採用 

多文化共生推進 

 

（R6.4.1～） 

文化交流課 

・日本語教室の充実 

・外国人コミュニティと 

地域住民との連携 

・外国人住民との交流の 

場の創出 

 

 

 
 

 

 

宇
う

戸
と

ナンシー
な ん し ー

理沙
り さ

 

令和６年度採用 
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ミッション名 業務概要 氏 名 活動内容 

新しいまちづくり 

コーディネーター 

 

（R6.7.1～） 

地域創造課 

・地域、活動団体、地元企業、

市民等との連携による 

新しいまちづくりの推進 

・新しいまちづくりに 

関する多様な意見の集約 

・まちづくりに関連した 

イベントの開催・支援 

 

 

 

 

 

 

政
まさ

金
かね

 僚 子
りょうこ

 

令和６年度採用 

フィンランド 

森と学び 

コーディネーター 

 

（R6.9.1～） 

地域創造課 

・フィンランド関係機関と

市活動団体、地元企業、市

民、大学及び研究機関等

の連携推進 

・多様な意見及び情報集約・

整理、連絡調整 

・産学官民の協業発掘、連携

可能性創出及び具現化に

向けた支援 

 

 

 

 

 

 

 

平川
ひらかわ

 真奈美
ま な み

 

令和６年度採用 
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３ 情報発信について 

（１）プロモーション動画・テレビ番組 

○プロモーション動画  「イーナ・ムービーズ ～なつかしい未来～」（四季編・そば編・森編） 

 

 

 

 

 

 

 

                                     森編：森のこえ 

○テレビ東京                           〇日本テレビ “ZIP！” 

「旅スルおつかれさま ～ハーフタイムツアーズ～」    「飯尾和樹の妄想移住ファイル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本テレビ“世界一受けたい授業”            ○日本テレビ“ヒルナンデス” 

「人気移住地市町村ランキング」               「移住のホンネ」 

 

（２）雑誌広告掲載 

  

 

 

 

 

 

 

田
舎
暮
ら
し
の
本 

ハ
イ
ウ
ェ
イ
マ
ッ
プ 
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（３）移住セミナー 

   目的: 市の魅力発信及び市内で開催する移住体験ツアーへの誘導 

   ○国、県、民間団体等との連携 

    

 

 

 

 

 

  

「いなスタ ～いなか暮らしスタイル～」（大阪）     「ふるさと回帰フェア」（東京） 

溝口未来プロジェクト(田舎暮らしモデル地区)   第２・第３保育園と地域の未来を考える会 

  

○上伊那広域連合との連携                  

     

       移住セミナーへの共同出出展          オリジナルブックカバー 

        （ふるさと回帰フェア）            （都内書店で配布） 

  

   ○市単独セミナー 
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（４）移住体験ツアー 

    目的: 市内への移住・定                         

 

 

 

 

 

↑ 給食の試食 

 

 

授業参観 → 

 

 

赤石商店 

 

 

 

              

 

 

 

 

野人さん宅 

 

 

 

  

 

     ↑座談会 

 

       ↓ 壁塗り体験 → 

 

   

← 伊那小学校 

← パパママ座談会

伊那小学校 
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（５）オンライン移住セミナー・移住ツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊那市の取り組みが「農業白書」に掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度実績】 

・移住定住イベント等：37回開催 859名参加（R4年度：36回開催 461名参加） 

・移住フェア等   ：８回開催 217名参加（R4年度：８回開催 184名参加） 
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（６）ＳＭＯＵＴ 

【SMOUT 移住アワード 2023 ２年連続 第１位！】 

「ＳＭＯＵＴ」は、㈱カヤックが運営する移住・関係人口促進のためのマッチングサービス。 

地域の人（自治体、事業者、個人など）が、地域に興味のある人を募集し直接スカウトすることが

できる「スカウト型」の機能が特徴的な情報サイト。 

本市ではコロナ禍以降、地域の魅力発信や移住・定住の情報発信の柱として、このサイトを活用

し、オンライン相談やセミナー、体験ツアー、地域おこし協力隊の募集など幅広く活用している。 

本市を含む国内外の約 900地域が登録し、約 58,000人のユーザーが利用。 

移住希望者や田舎暮らし検討者等の間では、広く知られた情報サイトとなっている。 

【2023 年度 総合結果発表】約 5 万 8 千人のユーザーから興味を集めた人気移住地域ランキング『SMOUT 移住アワード 2023』

約 900 地域から選ばれたのは【市区町村部門】1 位 長野県伊那市、2 位 島根県海士町、3 位 鹿児島県和泊町 

(株)カヤック(本社：神奈川県鎌倉市、代表取締役 CEO：柳澤大輔)が、自社が運営する移住・関係人口促進のためのマッチングサービ

ス「SMOUT」に登録する一般ユーザー約 5 万 8 千人が 2023 年度で興味を示したプロジェクトから、上位にランクインした 30 地域

を『SMOUT 移住アワード 2023』として発表しました。 

 

〈SMOUT 移住アワード 2023（年間）〉 

 

 

 

 

 

 

〈参考：SMOUT 移住アワード 2022（年間）〉 
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（７）移住定住ガイドブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             移住ガイド編集 

                             チームメンバー 
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（８）地域の教科書（市内 86区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民ホール（市民課前）→ 
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４ 移住施策の効果 

（１）移住相談件数 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※R1から空き家バンクの運用方法を変更 

 

（２）施策別移住者数 

 

 

（３）施策別移住世帯数 

 

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

人数 85 82 108 131 107 109 163 244 220

組数 37 40 42 60 56 50 69 104 80

0
20
40
60
80
100
120

0
50

100
150
200
250
300

移住相談

窓口

空き家バ

ンク
市営住宅

田舎暮ら

しモデル

地域

田舎暮ら

しモデル

ハウス

過疎地域

補助金

地域おこ

し協力隊
新規就農

R1 44 12 9 3 5 5 8 1

R2 40 12 8 2 6 2 6 0

R3 40 22 6 3 9 10 6 4

R4 71 30 12 8 21 7 13 2

R5 67 15 11 4 28 0 3 2

0

20

40

60

80

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

件数 226 246 362 529 660 500 412 480 781 825

0

200

400

600

800

1,000
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（４）年代別（世帯主）移住世帯数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）転入元別移住世帯数 

 

北海道・

東北

関東・甲

信越

中部・北

陸
近畿

中国・四

国・九州
国外 県内 郡内

R1 2 29 3 5 2 0 9 6

R2 1 21 7 8 3 0 4 6

R3 1 35 12 5 4 1 8 3

R4 2 45 12 16 6 2 11 10

R5 3 43 12 7 2 0 9 4

0

10

20

30

40

50

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上

R1 6 19 14 9 5 3

R2 10 18 13 5 4 0

R3 10 26 16 6 9 2

R4 12 37 42 7 5 1

R5 10 26 31 8 4 1

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50
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（６）人口・世帯の推移 

 

 

（７）社会増減の推移 

 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

転出（女） (1,216) (1,160) (1,195) (1,131) (1,095) (1,137) (1,162) (1,071) (1,103) (1,094) (1,045)

転出（男） (1,240) (1,204) (1,169) (1,275) (1,175) (1,211) (1,217) (1,185) (1,231) (1,222) (1,183)

転入（女） 1,107 1,104 1,067 1,080 1,077 1,101 1,032 993 1,011 1,170 1,084

転入（男） 1,156 1,231 1,180 1,181 1,207 1,222 1,125 1,084 1,152 1,231 1,136

社会動態計 (193) (29) (117) (145) 14 (25) (222) (179) (171) 85 (8)

1,156 1,231 1,180 1,181 1,207 1,222 1,125 1,084 1,152 1,231 1,136 

1,107 1,104 1,067 1,080 1,077 1,101 
1,032 993 1,011 

1,170 
1,084 

-1,240 -1,204 -1,169 -1,275 -1,175 -1,211 -1,217 -1,185 -1,231 -1,222 -1,183 

-1,216 -1,160 -1,195 -1,131 
-1,095 -1,137 -1,162 -1,071 -1,103 -1,094 -1,045 

-193 
-29 -117 -145 14 -25 -222 -179 -171 85 -8 

(2,500)

(2,000)

(1,500)

(1,000)

(500)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

71,133 70,579 70,074 69,594 69,297 68,773 68,419 68,020 67,442 66,863 66,261 65,753 

26,676 26,714 26,773 26,934 27,190 27,230 27,425 27,607 27,733 27,931 28,044 28,338 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

人口 世帯数
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伊那市の概要 

 

伊那市は、平成 18年３月 31日に伊那市・高遠町・長谷村が合併して新「伊那市」として誕生

しました。 

長野県の南部に位置し、南東側は南アルプスを境に山梨県と静岡県に接し、西側は中央アルプ

スを境に木曽地域に接しています。市域は 667.93ｋ㎡で、松本市、長野市に次いで県下３番目の

面積であり、その市域に、南アルプスと中央アルプスの２つのアルプスがそびえています。２つ

のアルプスに抱かれた中央部には、標高約 600ｍの伊那盆地が開け、天竜川や三峰川、その支流を

合わせて南下し、扇状地や河岸段丘が形成されており、その上段からは広大なパノラマが展開し

ています。 

また、東部に南アルプス国立公園、三峰川水系県立公園を、西部に中央アルプス県立公園を有

し、自然に恵まれた地域となっています。 

気候は内陸的で、年間平均気温が約 11℃、年間の日照時間も長く、冷涼で住みよい環境にあり

ます。 

市の交通は、市の中央をＪＲ飯田線が走り、中央本線・東海道本線に連絡しています。道路で

は、平成 18年２月に「権兵衛トンネル」が開通した国道 361号を始め、国道 152号、153号及び

県道が縦横に走り、東西・南北が結ばれ、交通の要衝となっています。また、西部には中央自動

車道が南北に走り、伊那ＩＣに加え平成 29年９月には小黒川ＰＡにスマートＩＣが開通しまし

た。首都圏及び中京圏からもほぼ等距離にあり、位置的にも恵まれた地域です。 

近年、食料品・機械器具・電子部品などの製造業が発展し、商業は上伊那地域の中心として成

長しています。また、農業は恵まれた広大な農地を利用した伊那米や、野菜・花き・畜産の総合

産地となっています。 

上伊那地域の政治、文化、教育、経済、交通の中心地として、「未来を織りなす創造と循環のま

ち」伊那市のさらなる発展をめざしています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

総面積 ６６７．９３ｋ㎡ 

広ぼう 東西３７．２ｋｍ、南北４４．７ｋｍ 

最高地 ３，０５２ｍ（塩見岳東峰山頂） 

最低地 ５９０ｍ（東春近田原） 

人口 ６４，９６９人 

人口密度 １０２．８／ｋ㎡ 

世帯数 ２８，６９９世帯 

市役所への最遠地区 高遠町 藤沢古屋敷 ２０ｋｍ 

高遠町区域 

長谷区域 

伊那区域 

 市役所 北緯 35°49′ 

東経 137°57′ 

※人口・世帯：令和６年１０月１日現在

住民基本台帳 


